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国
に
ぶ
ら
下
が
り
、
江
戸
へ
、

江
戸
へ
の
陳
情
も
、
目
的
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。 

              

      
 

県
市
町
が
連
携
し
県
内
を
６
つ

の
ゾ
ー
ン
位
に
分
け
、
海
外
、
国

内
の
民
間
投
資
資
金
と
有
能
な
人

材
を
独
自
に
県
内
へ
呼
び
込
め
る

成
長
戦
略
と
長
期
計
画
が
必
要
。 

例
え
ば
、
坂
井
は
農
業
と
ブ
ラ

ン
ド
力
の
あ
る
完
成
品
製
造
業
、

観
光
。
奥
越
は
林
業
と
水
資
源
産

業
、
観
光
。
福
井
は
商
業
と
最
先

端
技
術
工
業
、
国
際
交
流
。
丹
南

は
中
京
・
関
西
工
業
圏
の
大
手
メ

ー
カ
ー
二
次
、
三
次
産
業
の
製
造

業
集
積
地
。
敦
賀
は
豊
富
な
電
力

資
源
を
も
と
に
中
国
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
輸
出
入

の
海
上
玄
関
口
と
し
て
敦
賀
港
を

日
本
海
最
大
の
物
流
の
拠
点
化
。

若
狭
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

力
供
給
地
、
通
年
型
の
宿
泊
で
き

る
大
型
リ
ゾ
ー
ト
観
光
、
日
本
海

漁
業
資
源
生
産
拠
点
地
。 

      

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
先
の

見
え
る
色
々
な
施
策
が
な
い
と
地

方
は
崩
壊
す
る
。
い
つ
ま
で
も
同

じ
９
市
８
町
が
農
業
、
教
育
、
福

祉
、
原
発
、
新
幹
線
、
新
規
道
路

建
設
な
ど
横
並
び
が
慣
例
化
し
た

市
、
町
長
と
議
員
が
毎
回
同
じ
課

題
を
議
論
し
て
い
て
は
地
域
間
競

走
に
乗
り
遅
れ
、
資
本
と
人
口
の

流
出
は
続
く
。 

     

過
去
の
流
れ
を
引
き
ず
り
、
政

治
家
は
資
金
な
し
の
東
京
に
お
ね

だ
り
、
事
な
か
れ
主
義
の
政
治
を

す
る
行
政
マ
ン
西
川
一
誠
・
東
村

新
一
氏
は
副
知
事
、
副
市
長
が
お

似
合
い
か
も
。
右
肩
上
が
り
の
経

済
成
長
が
期
待
で
き
ず
税
収
は
じ 

      

り
貧
の
日
本
経
済
。
将
来
に
向
け

て
何
が
何
で
も
富
山
、
石
川
県
並

み
に
人
口
１
０
０
万
人
へ
と
か
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
活
力
あ
る
経

済
を
目
指
す
な
ど
の
大
胆
な
成
長

戦
略
が
必
要
だ
。 

 

一
方
、
議
員
各
位
は
首
長
同
様
、

県
、
市
、
町
の
選
挙
で
地
元
よ
り

選
ば
れ
た
か
ら
に
は
自
信
を
持
っ

て
理
事
者
の
提
案
す
る
計
画
を
学

び
熟
知
し
、
是
々
非
々
で
議
論
し
、

指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
田

舎
県
で
は
あ
る
ま
い
に
、
一
部
の

県
議
は
県
幹
部
職
員
と
手
を
結
び
、

質
問
す
る
原
稿
は
県
職
員
に
書
い

て
も
ら
い
、
あ
の
質
問
は
す
る
な

と
か
、
こ
れ
を
質
問
し
て
く
れ
と

か
理
事
者
よ
り
告
げ
ら
れ
慣
れ
合

い
で
は
、
官
僚
行
政
マ
ン
知
事
と

市
長
に
操
縦
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

は
議
会
人
の
資
格
は
な
い
。 

文
責･･

嵯
峨 

十
郎 

綿
田
捨
三
元
美
浜
町
長
、
浜
田
倫
三
元
高
浜
町
長
な
ど
先
人
が
築
き
上
げ
た
原
発
産
業 

ｐ１０～１５にわたる特集 

県内 勝木書店にて発売中 


